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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 18,970 △5.2 1,131 13.4 807 15.2 525 110.4
21年3月期第2四半期 20,009 ― 997 ― 700 ― 249 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 46.52 ―

21年3月期第2四半期 22.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 54,075 15,018 27.1 1,295.83
21年3月期 54,882 14,387 25.6 1,242.89

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  14,646百万円 21年3月期  14,050百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00

22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 7.00 7.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,900 △1.6 1,900 21.6 1,200 8.2 800 ― 70.78
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきまし
ては、４ページをご参照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 12,000,000株 21年3月期  12,000,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  697,360株 21年3月期  695,655株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 11,303,290株 21年3月期第2四半期 11,309,406株
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当第２四半期連結累計期間に於ける我が国経済は、急速に減速した世界経済の中にあって諸外国と同
様に、家電製品や自動車の買換え促進策などの諸経済対策が実施されましたが、停滞状態から脱出する
には至りませんでした。逆に、まだ回復に至らない欧米経済情勢や新政権下で円高に振れている為替動
向などと相俟って、二番底懸念も出るなど不安定な状況でありました。 
 このような経済情勢におきまして、当社グループとしては企業収益維持と一層の拡大に注力してまい
りましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前第２四半期連結累計期間に比べ1,038百万円減
少し、18,970百万円（前第２四半期連結累計期間比5.2％減）となりました。 
 売上高の減少に伴い、売上総利益も54百万円（同1.2％減）減少しましたが、販売経費等の圧縮を図
ったことにより販管費が188百万円（同5.6％減）減少した結果、営業利益は133百万円増加し、1,131百
万円（同13.4％増）となり、経常利益は為替差損の発生などがありましたが106百万円増加し、807百万
円（同15.2％増）となりました。  
 また、東京都足立区の旧工場設備の解体費用などの除却損や税金費用を計上しましたが、四半期純利
益は525百万円（同110.4％増）となりました。  
 事業別の状況につきましては以下の通りであります。 

(1) 皮革関連事業 

自動車用革は、中国に於ける自動車製造は略完全に復調するも、我が国に於いては依然、昨年同様
の大幅な減産状態が続いており、取引は大幅に減少しました。 
 一方、靴用革は紳士婦人用共に、皮革以外の異素材を含め、安価品に押される状況で苦戦が続いて
おります。  
 この結果、皮革関連事業の売上高は、4,801百万円（同19.5％減）、営業利益は100百万円（同
5.4％減）となりました。 

(2) 非皮革部門事業 

ゼラチン部門は、写真用ゼラチンの落ち込みがあるものの、食用ゼラチンが順調で売上げは増加し
ました。また、ペプタイドも健康飲料などが順調で昨年以上の実績となりました。  
 コラーゲン部門は、コラーゲン・ケーシングの国内販売が順調に推移したこと、輪出販売では価格
改定の実施、為替予約の効果もあり売上げは増加しました。  
 また、コラーゲン化粧品は、「コラーゲン100」などの健康食品は依然売上げを伸ばしております
が、個人消費低迷で化粧品が若干振るわず全体としては売上げは減少しました。  
 この結果、非皮革部門事業の売上高は、10,401百万円（同4.9％増）、営業利益は1,048百万円（同
13.5％増）となりました。 

(3) その他事業 

不動産部門は、再開発中の東京都足立区及び大阪市浪速区他の土地での賃貸事業は予定通りで推移
しています。また、食料品は略横ばいで推移しましたが、穀物や建材取引では円高が影響し売上高と
しては減少しました。  
 この結果、その他事業全体で売上高は、3,768百万円（同8.7％減）となりましたが、営業利益は
647百万円（同26.1％増）となりました。  

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は54,075百万円となり、前連結会計年度末と比べ806百万円の
減少となりました。 

(1) 資産の部 

流動資産は、現金及び預金、棚卸資産の減少などにより、前連結会計年度末と比べ1,533百万円減少
し、17,044百万円となりました。 
固定資産は、東京都足立区の土地再開発等により有形固定資産が562百万円増加したことと、投資有

価証券の時価が上昇し、投資その他の資産が124百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末と
比べて728百万円増加し、37,018百万円となりました。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(2) 負債の部 

流動負債は、短期借入金などが増加しましたが、設備関係支払手形などの減少により前連結会計年度
末と比べ654百万円減少し、21,015百万円となりました。  
固定負債は、社債などが減少したことにより、前連結会計年度末と比べ782百万円減少し、18,041百

万円となりました。 

(3) 純資産の部 

純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末と比べ630百万円増加し、15,018百万円
となりました。 

(4) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ1,600百万円
減少し、2,510百万円となりました。 
当第２四半期連結累計期間における活動ごとのキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお

りであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益774百万円、減価償却費305百万
円、法人税等の支払額159百万円、売上債権の増加541百万円、仕入債務の減少463百万円などによ
り、49百万円の収入(前第２四半期連結累計期間は、334百万円の収入)となりました。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、東京都足立区の再開発に伴う再開発工事等による有形固定
資産の取得による支出1,261百万円、中国に設立した新会社への出資による支出180百万円などによ
り、1,486百万円の支出(同322百万円の支出)となりました。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、銀行からの借入金の収入433百万円、社債償還による支出
497百万円、配当金の支払いによる支出83百万円などにより、162百万円の支出(同462百万円の支出)
となりました。 

  

平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年11月2日に公表いたしました数値に変更は
ありません。 

  
  

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性低下の事実が明らかなものについてのみ正味売却価格を
見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

該当事項はありません。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,673 4,173

受取手形及び売掛金 7,359 6,822

商品及び製品 4,845 5,289

仕掛品 1,302 1,249

原材料及び貯蔵品 294 222

未収消費税等 30 －

繰延税金資産 258 479

その他 332 384

貸倒引当金 △52 △44

流動資産合計 17,044 18,577

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,030 4,032

機械装置及び運搬具（純額） 524 584

土地 24,943 24,943

リース資産（純額） 37 27

建設仮勘定 2,934 2,313

その他（純額） 62 68

有形固定資産合計 32,533 31,970

無形固定資産   

リース資産 58 20

その他 7 3

無形固定資産合計 65 24

投資その他の資産   

投資有価証券 3,270 3,242

長期貸付金 403 424

繰延税金資産 229 237

破産更生債権等 1,491 1,497

その他 545 423

貸倒引当金 △1,521 △1,530

投資その他の資産合計 4,419 4,295

固定資産合計 37,018 36,290

繰延資産   

社債発行費 12 14

繰延資産合計 12 14

資産合計 54,075 54,882
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,989 7,451

短期借入金 11,248 10,791

1年内償還予定の社債 805 925

リース債務 23 11

未払法人税等 172 167

未払消費税等 71 27

賞与引当金 408 410

役員賞与引当金 40 49

その他 1,256 1,835

流動負債合計 21,015 21,670

固定負債   

社債 627 1,005

長期借入金 8,205 8,228

リース債務 75 37

退職給付引当金 1,743 1,802

役員退職慰労引当金 226 579

再評価に係る繰延税金負債 5,454 5,454

繰延税金負債 2 3

その他 1,705 1,713

固定負債合計 18,041 18,824

負債合計 39,057 40,495

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,500 3,500

資本剰余金 1,157 1,157

利益剰余金 2,636 2,199

自己株式 △227 △221

株主資本合計 7,066 6,635

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △65 △99

繰延ヘッジ損益 △6 △135

土地再評価差額金 7,656 7,656

為替換算調整勘定 △4 △7

評価・換算差額等合計 7,580 7,414

少数株主持分 371 337

純資産合計 15,018 14,387

負債純資産合計 54,075 54,882
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 20,009 18,970

売上原価 15,652 14,667

売上総利益 4,357 4,303

販売費及び一般管理費 3,359 3,171

営業利益 997 1,131

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 43 36

その他 23 28

営業外収益合計 70 69

営業外費用   

支払利息 244 242

手形売却損 49 41

為替差損 10 51

持分法による投資損失 29 31

その他 33 26

営業外費用合計 368 394

経常利益 700 807

特別損失   

固定資産除却損 82 31

固定資産売却損 2 －

投資有価証券売却損 1 －

会員権評価損 6 －

たな卸資産評価損 － 1

たな卸資産処分損 4 －

貸倒引当金繰入額 26 0

土地開発関連費用 103 －

その他 2 －

特別損失合計 229 33

税金等調整前四半期純利益 471 774

法人税、住民税及び事業税 123 138

法人税等調整額 90 102

法人税等合計 213 241

少数株主利益 7 7

四半期純利益 249 525
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 471 774

減価償却費 322 305

繰延資産償却額 2 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 △1

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5 △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） △79 △58

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6 △353

受取利息及び受取配当金 △47 △41

支払利息 244 242

為替差損益（△は益） 19 37

持分法による投資損益（△は益） 29 31

有形固定資産除却損 82 31

有形固定資産売却損益（△は益） 2 －

投資有価証券売却損益（△は益） 1 －

会員権評価損 6 －

土地開発関連費用 103 －

貸倒損失 0 0

売上債権の増減額（△は増加） △220 △541

たな卸資産の増減額（△は増加） 168 320

仕入債務の増減額（△は減少） △604 △463

未払消費税等の増減額（△は減少） △8 27

その他の資産の増減額（△は増加） 146 56

その他の負債の増減額（△は減少） 11 63

その他 0 －

小計 676 424

利息及び配当金の受取額 85 25

利息の支払額 △276 △241

法人税等の支払額 △150 △159

営業活動によるキャッシュ・フロー 334 49
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △3 △9

投資有価証券の売却による収入 21 －

有形固定資産の取得による支出 △827 △1,261

有形固定資産の売却による収入 422 －

無形固定資産の取得による支出 △0 △4

貸付けによる支出 △2 △10

貸付金の回収による収入 27 27

定期預金の預入による支出 － △100

その他 40 △128

投資活動によるキャッシュ・フロー △322 △1,486

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △160 339

長期借入れによる収入 2,308 2,300

長期借入金の返済による支出 △2,015 △2,206

社債の償還による支出 △497 △497

リース債務の返済による支出 △5 △9

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △83 △83

少数株主への配当金の支払額 △5 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △462 △162

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △447 △1,600

現金及び現金同等物の期首残高 4,344 4,110

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,896 2,510
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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